
新潟県医療ソーシャルワーカー協会 公開講座の開催変更お知らせ 

（令和２年度 新潟県医療社会事業担当者研修会） 

※新型コロナ感染予防を鑑みてオンラインのみに開催を変更いたします。 

 

１．目的  医療福祉は医療・保健機関等において、社会福祉の立場から疾病の治療や予防、社会復帰

の促進を図るため、患者やその家族の経済的、社会的ならびに精神的諸問題を解決し、援助す

ることを基本的な使命としている。新潟県内の医療福祉関係者の資質向上と医療福祉の発展の

ために研修会を実施する。 

 

２．主催  新潟県医療ソーシャルワーカー協会 

 

３．後援（予定） 新潟県  新潟県医師会  新潟県病院協会  新潟県社会福祉協議会  

     新潟県介護支援専門員協会 

   

４．日時  令和３年３月６日（土） １３：３０～１６：３０ 

 

５．会場  燕三条地場産業振興センター リサーチコア 7階 マルチメディアホール 

      〒955-0092 新潟県三条市須頃 1丁目 17番地   TEL0256-35-7811 

 

６．プログラム 

  テーマ「認知症当事者の声から認知症の人が暮らしやすい仕組み作りを考える」 

～認知症になっても住み慣れた地域で暮らせる共生・予防～ 

   

１３：００ 受付開始 

１３：３０ 開会挨拶      

１３：４５～１４：４５ 

講演「ぼくが前を向いて歩く理由―事件、ピック病を超えて、いまを生きる」 

講師： 中村 成信 氏（認知症当事者） 

１５：００～１６：３０ 

リレートーク   

コーディネーター 新潟県医療ソーシャルワーカー協会副会長 新野 直紀（認知症地域支援推進員） 

※登壇予定 ①認知症当事者 

 ＋ パートナーとして 神田 和美氏（新潟市江南区 オレンジカフェぷらむ 代表） 

②認知症当事者の家族 調整中 

③認知症専門医・サポート医 調整中 

④剱持 歩 氏（みどり病院 若年性認知症支援コーディネーター） 

⑤岩崎 典子氏（居場所 ｍａｒｕｇｏ－ｔｏ 代表） 

 

１６：３０ 閉会   挨拶 新潟県医療ソーシャルワーカー協会副会長  



７．参加費   協会員 無料  、 会員外 無料 

 

８．定 員   ８０名  

 

９．対象者  医療・保健・社会福祉関係者等    

 

 

お申し込み・お問い合わせ先 

   〒９５９－２６５２ 胎内市協和町８３７－１ 

     クラレテクノ㈱ちゅーりっぷ苑 新野 直紀（新潟県医療ソーシャルワーカー協会副会長） 

    

   TEL ０２５４－２０－８４９０   FAX ０２５４－２０－８４９３    

 

※令和３年２月２４日までに、下記の申込書によりＦＡＸ・mail・ネット上何れから申し込みく

ださい。 

定員になり次第締め切ります。受講票等はお送りいたしません。定員を超えてお断りす 

る場合のみご連絡いたします。 

申込者には、追って ZOOMで開催するＩＤ、パスワードをお送りいたします。 

 

 

新潟県医療ソーシャルワーカー協会 公開講座（令和３年３月６日） 参加申込書 

（令和２年度 新潟県医療社会事業担当者研修会） 

 

※送信票不要 

新潟県医療ソーシャルワーカー協会 新野 行  ＦＡＸ：０２５４－２０－８４９３ 

メール申込み：naonori.niino@kuraray.com  ネット申込み：  

 

所属機関                          TEL               

住所                            FAX               

※メールアドレス                                       

職名 職種 氏名 備考 

   会員 ・ 会員外 

   会員 ・ 会員外 

※ 記入いただいた情報は、本研修実施のための事務のみ使用します。 

  また、参加者職種等の把握のため、講師への参加者名簿を提示することについて予めご承知くださ

い。それ以外の目的でご提供いただく個人情報は利用いたしません。 

※申し込み締め切り 令和３年２月２４日（水） 

mailto:naonori.niino@kuraray.com

